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 お客様の人生に豊かさを、 

  こころに安心とゆとりを。 
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我々は、2020年ころまで30年ほど物価上昇というものを経験してきませんでした。40歳くらいまでの世代にとっては、

いまの物価上昇が初めての経験となるでしょう。我々高齢者世代にとっても、長らく忘れていた物価上昇です。そこで、

この物価上昇の背景、それでも物価上昇は人為的に抑えられている状況をお話ししましょう。上のグラフは、過去10年

の消費者物価を見たものです。2016年～2021年はほぼ横ばい、2022年になると原材料高、円安で物価上昇が本格

化、2023年には食品、エネルギー、サービス価格が広範囲に上昇、2024年は上昇率が鈍化。この要因にエネルギー

補助金の影響があります。2025年+1.4％、2026年5月時点では前年比+1.5％と高止まり。この背景には、外食、交

通、住宅関連のサービス価格が上がっていることがあります。2021年から2026年で、消費者物価は13.5％の上昇で

す。ここで留意しておくべきは、政府の補助金がなければ消費者物価は上の数字より1～2％高い水準にあるということ

です。たとえば電気代は20～30％の補助、ガソリンは１L当たり10～30円の補助、高校授業料の無償化が拡大してい

るなどの物価を抑える要因があるのです。電気代やガソリン代を、これからもずっと抑え続けることはむずかしいこと、

また円安が続いていることを考えると、物価が下がる要因はあまり考えられません。一方で、実質賃金は、昨年まで物

価上昇に追いつけず、今年に入り、ようやくトントンという状況で、今後は楽観できません。また、年金は、増えたといっ

ても、これからも物価上昇率-0.9％の支給額で、物価上昇には追い付かず、喜んではいられないのです。我々は、これ

まで経験したことのない物価上昇の状況をよく見ていく必要があります。 
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君を苦境に陥らしめるすべての場合に

おいて、次のごとき考え方をするように

記憶しておくがいい。 

「これは不仕合わせでなく、それを立派

に堪えることは仕合わせである」と。 

「人生談義」-エピクテートス  

  

日経平均 

 ＮＹダウ 

  米ドル 

（5月末比） （6月末） 

70,062.32円 

162.65円 

52,319.20pt 

+3,732.82円 

(+5.63%) 
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+3.30円  

(+2.07%) 

+1,286.74pt  

(+2.52%) 

「属さない力」-第三の気質が生む創造性 
人はしばしば「内向型か外向型か」という二択で語られます。しかし、

そのどちらにも当てはまらず、集団に属すること自体に重きを置かな

い“第三の気質”が存在します。精神科医ラミ・カミンスキーが提唱す

るオトロヴァート（otrovert）です。この概念に触れたとき、私自身、長

年抱えてきた違和感が言語化されたような感覚がありました。                                    

オトロヴァートは、群れの空気に流されず、他者の評価にも左右され

にくい特徴があります。この距離感が、深い観察力と独自の洞察を

育てます。外側から内側を冷静に見渡せるため、物事の本質を捉え

る力が自然と磨かれるのです。                                                                                      

また、大人数の場では疲れやすい一方で、1対1の対話では高い共

感力を発揮します。表面的な社交よりも誠実で濃い関係性を重視

し、相手と深い信頼を築くことができます。 

さらに、外部の承認よりも自分の内側の基準を大切にするため、判

断がぶれません。「みんながそうしているから」という同調圧力から自

由で、価値観に合った選択を迷いなく行えます。 

雑音に影響されにくい独立性は、創造性を必要とする仕事で真価を

発揮します。専門性の高い領域やソロワークとの相性が良く、静かな

環境で最も力を伸ばします。 

“属さない自分”を否定する必要はありません。むしろ、その独立した

視点こそが価値になる-オトロヴァートは、そんな静かな強さを教えて

くれるのです。How Outsiders Thrive in a World of Joiners, Rami Kaminski 
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1. 村木厚子さんの事件が示した「密室の闇」 

村木厚子さんの『驚きの刑事司法』を読み、あらためて日

本の司法が抱える構造的な問題の深刻さを痛感した。村

木さんは、架空の事件をでっち上げられ、164日に及ぶ

勾留と自白強要にさらされながらも、決して落ちなかった

人物だ。しかし、彼女のケースは特異ではない。日本の

取り調べは密室で行われ、弁護士の立ち会いも認められ

ず、長期勾留によって「自白」を引き出すことが目的化し

ている。これは後進国でも採用されない手法であり、民主

国家としては致命的な構造だ。                                

2. 冤罪を生む「自白偏重」と検察のシナリオ                       

日本の司法は、容疑者を「黒」と決めつけ、検察の描いた

ストーリーに沿って事件を組み立てる。裁判所も検察の

主張をほぼ追認するため、捜査段階の誤りがそのまま判

決に反映される。検察は「有罪件数」を実績として扱う文

化があり、無罪の可能性があっても有罪に持ち込む圧力

が働く。人の人生がかかっているにもかかわらず、事件を

でっちあげるという行為は、組織の思い上がり以外の何

物でもない。腐敗と言われても反論できない構造がある。                                       

3. 再審は「数十年」──構造的欠陥の証拠                          

冤罪事件の再審には、驚くほど長い年月がかかる。                   

袴田事件（1966）：再審開始まで50年以上。暴力と睡眠

剥奪による自白が唯一の根拠だった。                             

足利事件（1990）：誤ったDNA鑑定で17年服役。再鑑定

で冤罪が判明。                         

布川事件（1967）：再審開始まで44年。自白の任意性が

ほとんど検証されなかった。  

日本の刑事司法にメスを入れる-冤罪を生む構造の深刻さ 
 

  
4. 近年の事件─治療も受けられず命を落とした容疑者 

最近では、中小企業の違法輸出をめぐる「でっち上げ容

疑」で逮捕された社員が、胃がんを患っていたにもかかわ

らず治療を受けられず、勾留中に死亡した事件も起きた。

容疑者の人権が守られず、病気の治療すら拒否される状

況は、先進国の司法とは到底言えない。これは制度の欠

陥が人命を奪った典型例であり、看過できない。 

5. 国民の無関心こそ、闇を育てた最大の要因                      

警察・検察・裁判所の三者が長年かけて築き上げたこの

闇は、彼らだけの責任ではない。国民があまりにも無関

心だったことが、構造を温存させてきた最大の要因だ。冤

罪事件が報じられても「自分には関係ない」と受け流し、

検察の暴走を批判する声も弱い。民主国家において、司

法は国民の監視があって初めて健全に機能する。しかし

日本では、検察が誤った捜査をしても、国民が「つるし上

げる」ほどの強い批判を向けることはほとんどない。結果

として、彼らは横を向き、同じ手法を繰り返す。                                

政治が本気で改革に踏み込まなければ司法は変わらな

い。しかし政治を動かすのは国民の声だ。事件のでっち

上げ、密室の取り調べ、長期勾留、自白偏重、再審の困

難さ─これらはすべて、国民が声を上げなければ改善さ

れない。日本の司法は冤罪を生み、修正できず、時に人

命すら奪う。 この構造にメスを入れることは、民主国家と

しての最低限の責務である。 
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●大切なお金を間違いない方法で運用しているのか、心配になることはありま
せんか。 

●退職後のセカンドライフを、お金の心配なく、ゆとりを持ってお過ごしですか。 

●仕事が忙しくて、なかなか運用まで手が回らないということはありませんか。 

●銀行や証券会社が勧めるままに、株や投資信託を購入していませんか。 

 

金融商品の中身や手数料がどうなっているか、きちんと把握していますか。 

びとうファイナンシャルサービスは、金融機関から完全独立のFP・資産運用ア
ドバイザーです。その強みを生かし、お客様に、客観的で、公正・中立なアドバ
イスを提供しています。手数料が高く売りやすい商品を売るのではなく、お客
様にもっとも適した金融商品やお客様にベストのアドバイスを提供しています。 
 
びとうファイナンシャルサービスは、お客様の目標や夢の実現のため、４０年を
超える長い経験と深い専門知識、高い倫理観をもとに、お客様の利益のみに
目を向けたサービスを提供しています。たとえるなら、多くのお客様の人生とい
う航海で、無事に目的地に到着する大型客船であり、いつもお客様の資産運
用という面で健康管理をするホームドクターです。 びとうファイナンシャルサービス   

代表  尾藤 峰男 

公認投資助言者（RIA） 

http://www.bfsc.jp/mailmagazine/
http://www.bfsc.jp/mailmagazine/

